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江別市 

第１章 はじめに 
 
１  江別市の概要  

 
（１）歴史 

「江別」の地名の由来は、アイヌ語の「ユベオツ」（サメのいる川）、

「イ・プッ」（大事な場所への入口）など諸説あります。 

明治４（１８７１）年に、宮城県涌谷領から２１戸７６人の農民が移

住し、明治１１（１８７８）年には、屯田兵１０戸５６人が入地して、

明治政府による開拓使府令が布達され、江別村が誕生しました。 

その後、各地から屯田兵が入地し、計画的な開拓が進められ、大正５

（１９１６）年に町制が施行、昭和２９（１９５４）年には市制が施行

され、江別市が誕生しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）気象 

四季を通じて風が強く、１１月下旬から翌年４月初旬までが降雪期で、

年間の総降雪量は、昭和６０（１９８５）年度に記録した８６７cm、最

深積雪量は、令和４（２０２２）年２月に記録した１７２cm です。 

（※ 雪に関する数値は、江別市土木事務所での計測値） 

 

（３）自然 

市内には、世界有数の平地林である「道立自然公園野幌森林公園」を

はじめ、一級河川「石狩川」などの豊かな自然環境が広がっています。 

また、身近な緑として親しまれている多くの公園や、農村地帯に残る

耕地防風林などもあります。 

 

石狩市  

札幌市  

江別市 

岩見沢市  

北広島市  

新篠津村  当別町  

南幌町  
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（４）立地 

石狩平野の中央に位置し、全体的にほぼ平らな地形で、市内には、日

本三大河川の一つである石狩川が流れ、千歳川と夕張川の合流点でもあ

ります。 

また、市内には、幹線道路である国道１２号や、道央と道北を結ぶ国

道２７５号、千歳市と小樽市を結ぶ国道３３７号が通るほか、高速道路

（道央自動車道）が市中央部を通り、江別東・江別西の二つのインター

チェンジがあります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（５）産業 

農業では、市の面積の約４０％が農地であり、稲作、畑作、酪農、畜

産などにより、多彩な農畜産物が生産され、市内には、小麦製品や乳製

品などの特産物を生かしたお店なども多くあります。 

また、製造業では、特産品である「れんが」などの窯業製品のほか、

金属加工製品や食料品など、様々な製品が製造されています。 
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２  江別市の強み  

 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

充実した交通アクセスや、宅地の取得のしやすさ、豊かな自然環境などか

ら、１４歳以下の子どもの転入超過数が、平成３０（２０１８）年から５

年連続で全国２０位以内となり、多くの子育て世代に選ばれています。 

（※ 総務省 住民基本台帳人口移動報告） 

子どもの転入超過数 ５年連続 全国２０位以内 

人口に対する大学生の割合 道内第１位 

市内には、四つの大学（酪農学園大学、北翔大学、札幌学院大学、北海道情報大学）、

一つの短期大学（北翔大学短期大学部）があり、それぞれが個性的な学部・学科を設

置し、専門性の高い教育が行われています。 

また、市内の大学・短大では、約１万人の学生が学んでおり、江別のまちは、若者が

集い、行き交い、活気にあふれています。 

道内２番目にパートナーシップ宣誓制度を導入 

充実した 交通アクセス 

江別市のとなりに位置する札幌市への移動は、電車・自動車

ともにアクセスが良好です。また、市内には、五つのＪＲ駅

をはじめ、幹線道路である国道１２号や、道央と道北を結ぶ

国道２７５号、千歳市と小樽市を結ぶ国道３３７号が通るほ

か、高速道路のインターチェンジが二つあるなど、道内各地

への移動がとても便利な立地です。 

パートナーシップ宣誓制度は、ＬＧＢＴ等の性的少数者（性的マイノリティ）の当事者を含む

カップルが、互いを人生のパートナーとして宣誓し、市が両者に対して証明書を交付する制度

です。 

江別市では、性的マイノリティの方々が自分らしく、いきいきと暮らすことができる社会を目

指し、令和４（２０２２）年３月にパートナーシップ宣誓制度を導入しました。 
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レタスの収穫量 道内第３位 

ブロッコリーの収穫量 道内第２位 

ハルユタカの作付面積   道内第１位 

北海道遺産「江別のれんが」 

自然の宝庫 「野幌森林公園」 

 

明治期において、日本の近代化に大きく貢献した「れんが」。 

江別市は、れんがの一大産地で、市内では、れんが工場が操業しており、「江

別のれんが」は北海道遺産にも認定されています。 

また、市内には、れんがを使った様々な建築物が多くあり、温もりやレトロ

な雰囲気を感じることができます。 

耕地面積 石狩管内６市中 第１位 

江別市は、道央圏の大都市に隣接しながらも、市の面積の約４０％が農地で、都市近郊型農業が盛んなまちであり、

地産地消を推進する取組や農業者による６次産業化なども積極的に進められています。（※ 令和３（２０２１）年） 

小麦「ハルユタカ」は、初冬まき栽培技術の確立と普及によって生産が安定し、さ

らに、市内の産学官連携によって開発された「江別小麦めん」は、小麦の生産から

製粉・製麺・消費までを市内で完結させる地産地消の取組として注目されたことに

より、「麦の里えべつ」として市内外に知られています。（※ 令和３（２０２１）

年） 

野菜では、ブロッコリー、レタス、白菜などが道内でも主要な産地となっている

ほか、てんさいやスイートコーンなどの生産も盛んです。 

なお、畜産においては、乳用牛が４，０００頭以上、肉用牛が８００頭以上飼育

されており、特に、肉用牛の一部は「えぞ但馬牛」のブランド牛として認知度を

高めています。（※ いずれも令和３（２０２１）年） 

江別市には、道立自然公園野幌森林公園があり、市の面積の約１０％を占めています。 

公園の面積は、２，０００ヘクタールを超え、大都市の近郊にある大面積の平地林とし

ては、世界的にも貴重な存在です。カツラ、ハルニレ、ミズナラなどの樹木をはじめ、

野草やきのこ、また、シマエナガ、クマゲラ、エゾフクロウなどの野鳥や動物、昆虫な

ども生息しており、まさに自然の宝庫です。 
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第２章 えべつまちづくり未来構想 
 

１  江別市総合計画について  
 

（１）計画を策定する目的 

江別市では、「江別市自治基本条例（平成２１年条例第２２号）」に基

づき、総合的・計画的なまちづくりを行うため、未来のまちの方向性を

示す総合計画を策定することとしています。 

現在は、ゆれ動く国際情勢をはじめ、景気の変動や、感染症の流行、

大規模災害の発生などによって不安定な社会経済状況の中にあり、近い

将来を見通すことが非常に難しい時代です。 

しかし、このような状況でも、みんなで力を合わせ、これまでの意識

や行動を、ときにつつましく、ときに力強く変えていくことで、「住み良

いまち江別」を守っていくことができると考えます。 

この「住み良いまち」を守り、このまちに暮らす、みんなの幸せがい

つまでも続くよう、市民と行政の協働により、未来の江別市に希望を持

って描いた「えべつ未来づくりビジョン＜第７次江別市総合計画＞」の

もと、新たな時代を歩んでいきます。 

 
（２）計画の構成と期間 

 
① 構成 

総合計画は、「えべつまちづくり未来構想」と「えべつ未来戦略」

の２本柱で構成します。（この冊子は、「えべつまちづくり未来構想」

のみを示しています。） 

なお、「えべつまちづくり未来構想」は、「まちづくりの基本理念」

や、１０年後の「将来都市像」などから成る「めざすまちの姿」をは

じめ、これらを実現するための必要な手立てである「まちづくり政策」

で構成しています。 

また、「えべつ未来戦略」では、江別市の特色や優れた点を生かし

て、まちの魅力を高めながら、課題の解決につながるテーマを設定し、

その実現に必要な手立てを「まちづくり政策」の中から選び、重点

的・集中的に取り組んでいく内容を示します。 

さらに、それぞれの分野の具体的な取組などは個別計画で定め、総

合計画の方針に合わせて推進していきます。 

そのほか、総合計画と個別計画に基づく具体的な方針である「施策

展開方針」を組織ごとに策定して推進するとともに、毎年度、ＰＤＣ

Ａサイクルによって、見直していきます。 
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【ＰＤＣＡサイクルによる施策の推進・見直し】 
 

ＰＤＣＡサイクルとは、計画（Plan・プラン）に基づく施策を実行（Do・ドゥ）し、

実行結果を評価（Check・チェック ）し、評価結果をもとに、より良くなるよう

に実行内容を改善（Action・アクション）することで計画を見直すという流れを

繰り返す（サイクル）進め方です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

えべつまちづくり未来構想 

まちづくり政策 
各分野で取り組む内容  

手段 

えべつ未来戦略 
 

江別市の特色や優れ
た点を生かして、ま
ちの魅力を高めなが
ら、課題の解決につ
ながるテーマを戦略
として設定し、重点
的・集中的に取り組
む内容  

めざすまちの姿  

基本理念 将来都市像 

目標 

重点的・集中的 
に取り組む施策 

目標 

個別計画 
分野や政策ごとに策定する計画  

第 ７ 次 江 別 市 総 合 計 画  

目 

標 

整合 

整合 

「総合計画（まちづくり政策）」と「個別計画」を進める手段（事業）  

施 策 展 開 方 針  

手 

段 

Plan 

計画をつくる  
（見直す）  

Ｐ 
Do 

施策を実行する  

Ｄ 

Check 

結果を評価する  

C 

Action 

内容を改善する  

Ａ 



 

７ 

 

 

総合計画 

施策展開 
方針 

個別計画 

② 期間 

総合計画の期間は、令和６（２０２４）年度から令和１５年（２０

３３）年度までの１０年間とします。 

なお、「えべつまちづくり未来構想」は、５年後に見直すことを検

討します。 

また、「えべつ未来戦略」は、５年後に見直すほか、社会や経済の

状況に対応しながら、戦略の効果を高めるため、必要に応じて見直し

を行います。 

 
 

 
令和６ 令和７ 令和８ 令和９ 令和 10 令和 11 令和 12 令和 13 令和 14 令和 15 

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

えべつまちづくり未来構想 

えべつ未来戦略（前期） 

必要に応じて中間で見直し 

          毎年度見直し 

個別計画ごとに、それぞれ見直し  

えべつ未来戦略（後期） 
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（３）策定する上で大切にしたこと 
 

① 分かりやすい計画にすること 

市民の皆さんと、江別市に関わる多くの方々が、まちの課題や、ま

ちづくりの方向性を共有できるよう、分かりやすい構成と表現に努め

ました。 

 

② 市民の皆さんの声を取り入れた計画にすること 

「江別市自治基本条例」に基づき、市民参加型の取組を通じて、多

くのご意見をいただきながら策定作業を行いました。 

また、総合計画の案は、江別市行政審議会で審議いただいたほか、

意見公募（パブリックコメント）などのご意見を反映して、策定する

ことを目指しました。 

 

③ 未来に希望が持てる計画にすること 

策定の過程では、様々な課題を把握しながら、江別市が持つ強みや

魅力、可能性を再確認して、これらを最大限に生かし、大切にするこ

とで、変化の激しい時代でも、江別市の未来に希望を持つことができ

る計画を目指しました。 

 

④ 持続可能なまちづくりを行う計画にすること 

全国的な課題である人口減少対策を行いながら、活力のあるまちづ

くりを進めていく、国の地方創生の考え方を大切にしながら、総合計

画の策定に努めました。 

また、持続可能なまちづくりを進めるために必要な視点として、Ｓ

ＤＧｓ（※）の目標達成を意識した計画になるよう、努めました。 

 

 
※「持続可能な開発目標：Sustainable Development Goals」という意味で、世界中で

起こっている環境問題、差別・貧困・人権に関する問題などを、令和１２（２０３
０）年までに解決していくことを目指しています。平成２７（２０１５）年の国連
サミットにおいて、加盟国の全会一致で採択されました。  
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【この計画ができるまで】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●市民アンケート調査 

市民５，０００人を対象に、日常生活の満足度

や、将来のまちづくりに対する意見などを聞き

ました。  

●えべつの未来づくりミーティング 

少人数で構成するカテゴリー別のグループを全３０グループ設定し、江別

市の未来について語り合うミーティングを延べ３１回実施しました。  
 

《カテゴリー》 

子育て世代、高齢者世代、自治会、産業界、福祉関係団体、 

ＮＰＯ、市内中学・高等学校の生徒、市内４大学の学生など 

●えべつの未来づくりプロジェクト 

市役所１階に設置した専用スペースやイ

ンターネットを通じて、幅広い年代の方

から、江別市の魅力や未来についての意

見をいただきました。  

●高校生Ｗｅｂアンケート調査 

市内高校の全生徒を対象に、江別市のイメージや

将来の望む姿などを聞きました。  

計
画
案
に
反
映 

で
き
る
だ
け
多
く
の
声
を
集
め
ま
し
た 

い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
声
を
直
接
聞
き
ま
し
た 
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計画案の審議・チェック 

策定作業は江別市の職員が一丸となって行いました 

 

●行政審議会での審議 

計画案は、学識経験者や関係団体の代表

者、公募市民で構成される「江別市行政

審議会」で審議いただきました。  

●意見公募  

策定方針や計画案の作成時に

市民の皆さんの意見をお聞き

しました。  

市民協働で計画完成へ 

●市民説明会 

説明会を開催し、市民の皆さ

んに計画の内容をお知らせし

ました。  

●多くの職員が参加した検討会議 

市長をトップとした庁内における３

層構造の検討会議では、様々な役職

の多くの職員が計画の策定に加わり

ました。  
 

●全職員から意見を収集 

市の全職員を対象にアンケート調査を行い、市の現状分析や、今後、重点的に

取り組むべき分野や方向性についての意見を集めました。  

●若手職員のミーティング参加 

若手職員が、「えべつの未来づくり

ミーティング」に参加し、市民の皆

さんの意見を聞きながら、まちづく

りに対する自身の思いを発言し、意

見を交わしました。  
 



 

１１ 

２  まちづくりの主な課題  
 

（１）人口減少対策 

【背景】 

日本の人口を国勢調査の結果で見ると、平成２２（２０１０）年の１

億２，８０５万７，３５２人をピークに減少が始まり、最新の令和２

（２０２０）年調査結果では、約２００万人減の１億２，６１４万６，

０９９人になりました。 

また、全国１，７１９市町村のうち、１，４１９市町村（８２．５％）

で人口が減少する結果となりました。 

さらに、令和４（２０２２）年の出生数は、明治３２（１８９９）年

の統計開始以降、過去最少の７７万人となり、少子化は、国の推計より

も早く進んでいます。 

 

【江別市の課題】 

江別市の人口の推移を国勢調査の結果で見ると、平成１７（２００５）

年をピークに人口が減少し始めましたが、令和２（２０２０）年には、

再び増加に転じて１２万人を維持する結果となりました。 

しかし、今後は江別市においても、本格的な人口減少と少子高齢化の

波が押し寄せてくることが見込まれており、これによって、労働力の不

足をはじめ、地域経済の縮小など、様々な問題が大きくなってきます。 

このような状況の中、江別市では、人口減少を重要な問題ととらえて、

まちの魅力や、若い世代が多い人口構成であることなどの強みを生かし

ながら、人口減少対策を行っていく必要があります。 

 

 

 

【江別市の人口の推移と今後の推計（国勢調査の数値）】 
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１２ 

 

（２）まちの経済活性化 

【背景】 

地域経済は、国際情勢の変化によって、物価が急激に上昇するなどの

影響を大きく受けており、今後も厳しい状況が続くことが見込まれます。 

また、人口の増減と経済は、相互に関連するとされており、人口減少

が経済の縮小を招き、また、経済の縮小が人口減少を加速させるという

流れの中で、働く世代の人口減少によって様々な産業で深刻な労働力不

足が起こっています。 

このような状況の中、持続可能で元気な経済をつくるため、地域の特

性を生かした、まちの経済活性化のための取組をはじめ、働く人が多様

な働き方を選択できる環境づくりが求められています。 

 

【江別市の課題】 

江別市内の経済を活性化させるために、産業の振興を通じて働く場を

増やすなど、まちの活力を創り出すための取組が必要です。 

また、市内企業や各種団体などと広く連携しながら、江別市が持つ多

くの地域資源を有効に活用するほか、良好な交通アクセスなどの強みを

生かすなど、地域特性を踏まえた企業誘致を行う必要があります。 

さらに、江別市内で働く方が、働きがいやチャレンジ精神を持てるよ

うな取組も積極的に行う必要があります。 

そして、江別市が持つ様々な魅力を積極的に発信し、身近で気軽に楽

しめる観光振興に取り組む必要があります。 

 

 

（３）デジタル技術の活用 

【背景】 

国は、「全国どこでも誰もが便利で快適に暮らせる社会」を目指して、

あらゆる課題の解決に、デジタルの力を活用した取組を行う方針を打ち

出しました。 

中でも、地方の問題として挙げられているのは、人口減少・少子高齢

化をはじめ、東京圏への人口集中や、地域産業の元気がなくなっている

ことなどですが、これらの状況をデジタル技術の活用によって改善し、

地域の個性を生かしながら活性化して、地方が日本の主役になる未来を

目指しています。 

 

【江別市の課題】 

江別市でも、国の方針を受け、人口減少が進んだとしても、これまで

の暮らしの質を下げることなく、また、人と人とのつながりを大切にし

ながら、みんながデジタル化の便利さを感じることのできる、心豊かで

住み良いまちづくりを行う必要があります。 

 

  



 

１３ 

（４）脱炭素・循環型社会への対応 

【背景】 

日常生活や社会経済活動などで排出された温室効果ガスによって引き

起こされている地球温暖化や気候変動は、世界的に深刻な問題となって

います。 

各国が二酸化炭素などの温室効果ガスの排出削減に取り組む中、日本

においても令和２（２０２０）年に「２０５０年カーボンニュートラル」

を目指すことを宣言しました。 

また、地球上の生態系に大きな影響を与えていることも大きな問題と

なっており、生物の多様性を保全し、資源を持続可能な形で利用してい

くことが求められています。 

 

【江別市の課題】 

江別市では、公園や市街地などの身近に感じられる緑の空間から道立

自然公園野幌森林公園に代表される大自然まで、豊かな自然環境を大切

にしたまちづくりが進められており、大きな魅力になっています。 

脱炭素・循環型社会に対応しながら、この美しく、豊かな環境を保ち

続け、次の世代に引き継いでいくために、市民一人ひとりが環境に負荷

をかけない意識を持ち、日常生活をはじめ、様々な活動を通じて、地球

環境にやさしい取組を実践していく必要があります。 

 
 

（５）地域のつながりづくり 

【背景】 

現在、地域におけるつながりは、価値観・ライフスタイルの多様化や、

高齢化に伴う地域活動の担い手不足などによって、近所付き合いや、日

頃の見守りなどの地域で暮らす住民同士の関わりが弱まっており、地域

コミュニティの維持が難しくなっています。 

こうした状況は、困り事があっても相談できずに孤立につながるほか、

ひと昔前であれば、近所付き合いの関わりによって防げたと思われる、

子どもや高齢者をねらった犯罪の発生につながるなど、大きな社会問題

になっています。 

 

【江別市の課題】 

江別市でも、地域活動の担い手不足や自治会加入率の低下などが問題

になっていますが、住み慣れたこの地域で、安全に安心して暮らし続け

るためには、地域における支え合いと助け合いが非常に重要です。 

また、地域における住民同士のつながりは、住み良いまちづくりの重

要な要素であるため、若い世代の地域活動への参加による、担い手不足

の解消をはじめ、幅広い世代の参加による、見守り、支え合い、助け合

うためのつながりを、地域と行政が共に築き上げていく必要があります。 

 

 

 



 

１４ 

（６）共生社会への対応 

【背景】 

様々な個性を持つ人が、能力を発揮できる社会が求められる中、性別

や年齢、国籍、障がいの有無、性的指向・性自認など、個々に異なる多

様性（ダイバーシティ）を理解し、受け入れることは、持続可能な社会

をつくるために、とても重要なこととされています。 

さらに、現在は、多様性が受け入れられるだけではなく、多様な主体

が尊重され、認め合う社会の実現に向けた機運が高まっています。 

 

【江別市の課題】 

江別市では、これまでも男女共同参画や女性活躍の推進をはじめ、高

齢者や障がい者、若者などが集い交流する、生涯活躍のまちを目指して

取り組んできたほか、ＬＧＢＴなどの性的少数者（性的マイノリティ）

への理解が広がるよう、パートナーシップ宣誓制度を導入するなど、共

生社会の形成に向けた取組を行ってきました。 

今後も、まちづくりの基本的な考え方である「協働」の視点に加えて、

様々な分野において、多様な主体がありのままで、誰もがいきいきと暮

らせる共生の社会を目指して取り組んでいく必要があります。 

 

 

（７）持続可能な行財政運営 

【背景】 

地方行政では、人口減少や少子高齢化が進む中、デジタル化への対応

や、施設の改修・更新など、多くの行政課題に伴う支出が増えています。 

こうした中、地方自治体は、多様化する市民ニーズや新たなニーズに

的確に対応しながら、未来への投資が可能なまちを実現するため、限ら

れた人的資源と財源を効果的に活用した、健全な行財政運営が求められ

ます。 

また、これからの時代は、他自治体などが連携し、課題の解決に向け

た広域的な取組の重要性が高まっています。 

 

【江別市の課題】 

江別市でも、今後は、高齢化に伴う社会保障費の増加や、公共施設の

老朽化への対応、また、デジタル化の推進など、これまで以上に厳しい

行財政運営が見込まれています。 

このような状況に対応するため、事業の見直しなどを行いながら、人

口減少対策や企業誘致などを積極的に行い、市税収入の確保に努める必

要があります。 

また、将来を担う市職員の人材育成にさらに力を入れるほか、他自治

体などとの連携を図り、限りある資源と財源を最大限に有効活用するな

ど、将来にわたって安定した行財政運営を行う必要があります。 

  



 

１５ 

３  めざすまちの姿  
 

これから江別市が目指すまちの姿として、「まちづくりの基本理念」と、

その理念に基づく取組によって実現を目指す「将来都市像」のほか、「将

来人口の考え方」と、土地利用や施設整備を進めるための「都市づくり

の方向性」を掲げます。 

 

 

（１）まちづくりの基本理念 
 

① いつまでも元気なまち 

全ての人と経済が元気でいられるよう、福祉や医療の充実をはじめ、

文化やスポーツなどの生涯を通じて取り組める活動を盛り上げ、健康

と心の豊かさを保つとともに、地域経済を支える産業の活性化に取り

組み、人が集い、行き交う、にぎわいのあるまちを目指します。 

 

② みんなで支え合う安心なまち 

みんなが手を取り合って安心して暮らせるよう、人と人とのつなが

りを大切にした協働の取組を充実させるとともに、地域防災力の向上

に取り組み、安全で安心な生活を送ることができるまちを目指します。 

 

③ 子どもの笑顔があふれるまち 

いつも子どもが笑顔でいられるよう、安心して産み育てられる環境

を整えるとともに、子どもがいきいきと学べる環境づくりに取り組み、

健やかに成長するまちを目指します。 

 

④ 自然とともに生きるまち 

人と自然が共に生きることができるよう、道立自然公園野幌森林公

園や石狩川などの身近に感じられる豊かで美しい自然を守るとともに、

地球環境に配慮した取組を行い、環境にやさしいまちを目指します。 

 

⑤ 新しい時代に挑戦するまち 

社会や経済が変化する中でも、住みやすいまちであり続けられるよ

う、デジタル技術を活用した取組などの新たな分野に挑戦するととも

に、市民、企業、大学などの関係機関との協働により、新しい価値を

創造するまちを目指します。 

  



 

１６ 

（２）将来都市像 

 

『幸せが未来へつづくまち えべつ』 

 

江別市は、これから本格的な少子高齢・人口減少が進み、社会経済の

大きな変革期を迎えようとしています。 

そうした中でも、住みやすく、魅力的なまちであり続けるため、「まち

づくりの基本理念」に基づき、あらゆる課題に挑戦しながら、みんなで

支え合い、安心して暮らせる共生のまちを目指して、江別市に関わる全

ての人が幸せを実感し、その幸せが未来へ続くまちづくりを進めていき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１７ 

（３）将来人口の考え方 

江別市の将来人口は、全国的な動きと同様に、減少する推計結果とな

っています。 

なお、この計画の終了年となる１０年後の令和１５（２０３３）年に

は、最新の国勢調査結果である令和２（２０２０）年の１２万１，０５

６人から１万人以上が減少し、１０万９，５９４人になると推定されて

います。 

また、年代別の人口構成を見ると、高齢化はさらに進み、令和２（２

０２０）年に３０．４％であった６５歳以上の割合が、令和１５（２０

３３）年には３７．１％に高まることによって、世代間の人口構成にも

変化が見込まれます。 

このような状況にあっても、まちの活力を保つために、人口の減少を

少しでも和らげるための対策を行う必要があります。 

そのために、将来を担う子育て世代などの若い方々に江別市を選んで

いただけるような取組を行いながら、今、江別市内で活躍されている方

が、年齢を重ねても、安心して住み続けられる住み良いまちづくりを進

めることにより、１０年後には、推計を上回る人口を目指します。 

 

【江別市の将来人口（国勢調査結果を基にした推計）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【江別市の将来の年齢３区分別人口構成（国勢調査を基にした推計）】 
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１８ 

（４）都市づくりの方向性 
 

① 駅周辺を拠点とする集約型都市づくり 

江別市は、これから本格的な少子高齢・人口減少社会を迎えようと

していますが、このまちが住みやすく、魅力的であり続けるために、

今後は、より機能的で効率的な都市づくりが求められます。 

そのため、日常生活に必要な施設が身近にありながら、文化・交流

施設や行政施設などの人が集まる施設は、一定の機能が集まっている

ＪＲ駅周辺などの拠点へ計画的に集積することにより、にぎわいの創

出を図るとともに、持続可能な都市運営を行います。 

また、あわせて道路や公共交通ネットワークなどの交通環境の充実

を図ることで、誰もが便利で快適な暮らしやすい都市を目指します。 

 

② 優位性を生かした都市づくり 

江別市は、北海道の大都市圏に位置し、五つのＪＲ駅や二つのイン

ターチェンジなどによるアクセスのしやすさ、恵まれた教育環境、「食」

と「農」や、「れんが」などの特産品、豊かな自然環境など、様々な優

位性や特色があります。 

これからの都市づくりでは、まちの優位性と特色を生かした土地利

用や基盤整備などを行うことで、様々な生活サービスが充実した良好

な住環境の保全・創出や、活力ある産業振興につなげ、住み良い魅力

的な都市を目指します。 

 

 
 



 

１９ 

４  まちづくり政策一覧   
   まちづくりを進めるために、分野別の九つの施策とそれぞれの取組の基

本方針を定め、具体的な事業の実施計画は、個別計画や部局別の施策展開

方針等に委ね、社会経済状況などに柔軟に対応しながら事業を推進してい

きます。 

   なお、江別市のまちの魅力を高めるために実施する重点的な取組は、

「えべつ未来戦略」によって、組織横断的・集中的に推進していきます。 

 

政 策  取 組 の基 本 方 針  具 体 的 施 策  

１ 

自然・環境 （１）人と自然の共生 

① 脱炭素社会の実現 

② 水と緑の保全 

③ 安全な地域環境の保全 

④ 再生可能エネルギーの導入拡大と利
用推進 

⑤ 環境教育・学習の推進 

（２）循環型社会の 

   形成 

① ごみの減量化と適正な処理の推進 

② ごみ資源化の推進 

２ 

産業 

（１）都市近郊型農業 

   の推進 

① 農業経営の安定化 

② 地産地消の推進 

③ 持続可能な農村環境づくり 

④ 農畜産物の高付加価値化 

（２）商工業の振興 

① 食関連産業の振興 

② 企業立地の促進 

③ 中小企業の経営の充実 

④ 商店街の活性化 

⑤ 就業環境の充実 

（３）観光による 

   産業の振興 

① 地域資源の有効活用 

② 誘客・周遊の促進 

③ 江別産品の認知度向上 

３ 

福祉・保健 

・医療 

（１）地域福祉の充実 

① 地域福祉活動の推進 

② 福祉意識の向上と人材の確保 

③ 相談支援体制の充実 

（２）健康づくりの 

推進と地域医療 

の安定 

① 健康増進活動の推進 

② 疾病予防・重症化予防の促進 

③ 地域医療体制と市立病院経営の安定 

（３）障がい者福祉の 

   充実 

① 自立的な社会参加の促進 

② 地域生活への支援 

③ 日中活動・就労への支援 

（４）高齢者福祉の 

   充実 

① 地域交流と社会参加の促進 

② 介護予防と自立生活の支援 

③ 高齢者福祉サービスの充実 

（５）安定した 

   社会保障制度 

   運営の推進 

① 生活困窮者への支援 

② 国民年金制度の円滑な運用 

③ 国民健康保険制度の安定運営 

④ 後期高齢者医療制度の安定運営 

 



 

２０ 

政 策  取 組 の基 本 方 針  具 体 的 施 策  

４ 

安全・安心 
（１）安全な暮らしの 

   確保 

① 交通安全の推進 

② 防犯活動の推進 

③ 市民相談の充実 

④ 生活衛生環境の充実 

⑤ 冬期生活環境の充実 

（２）地域防災力の 

   向上 

① 耐震化の推進 

② 防災意識の向上 

③ 防災体制の強化 

（３）消防・救急の 

   充実 

① 消防組織体制の強化 

② 救急需要対策の強化 

③ 火災予防対策の推進 

５ 

都市生活 
（１）市街地整備の 

   推進 

① 機能的な都市づくり 

② 安全で快適な公園環境づくり 

③ 市営住宅整備の推進 

④ 上下水道事業の推進 

⑤ 住みかえ・移住支援の推進 

（２）暮らしを支える 

   交通環境の充実 

① 安全で快適な道路環境づくり 

② 冬期の市民生活を支える道路交通の
確保 

③ 公共交通ネットワークの最適化と利
用促進 

（３）暮らしを豊かに 

   する技術の活用 
① デジタル技術の活用 

６ 

子育て・ 

教育 

（１）子育て環境の 

   充実 

① 母子保健の充実 

② 地域子育て支援の充実 

③ 就学前児童への支援 

④ 学齢児童への支援 

⑤ 発達支援の充実 

（２）子どもの教育の 

   充実 

① 教育内容の充実 

② 健康教育の充実 

③ 開かれた学校づくり 

④ 教育環境の充実 

⑤ 教育相談・支援の充実 

 

  



 

２１ 

政 策  取 組 の基 本 方 針  具 体 的 施 策  

７ 

生涯学習・ 

文化・ 

スポーツ 

（１）生涯学習の充実 

① 社会教育関連施設の充実 

② 生涯学習支援体制の推進 

③ 学びの機会の充実 

④ 青少年健全育成活動の充実 

（２）ふるさと愛の醸

成と地域文化の

継承 

① 文化・芸術活動の育成・支援 

② 郷土の魅力を高める文化・歴史遺産
の保存と活用 

③ やきもの文化の普及と振興 

（３）市民スポーツ活

動の充実 

① スポーツ機会の充実 

② スポーツ活動の育成・支援 

③ スポーツ施設の充実 

８ 

協働・共生 （１）協働のまちづく

りの推進 

① 市民自治の普及・啓発 

② 市政への市民参加の拡大 

③ 地域コミュニティ活動の推進と相互
連携 

④ 市民活動の推進と相互連携 

⑤ 大学との連携によるまちづくりの推
進 

⑥ 友好都市等との交流の推進 

（２）共生社会の形成 

① 多様性を認め合う社会意識の醸成 

② 男女平等意識の醸成 

③ 男女共同参画の視点に立った政策の
形成 

（３）国際交流の推進 

① 人材・団体の育成 

② 国際理解の推進 

③ 在住外国人への情報提供の充実 

９ 

計画推進 
（１）自主・自立の 

   市政運営の推進 

① 基礎自治体機能の充実 

② 総合計画の効果的な推進 

③ 政策形成能力の向上と効率的な組織
体制の構築 

④ 広域連携の推進 

（２）透明性と情報発

信力の高い市政

の推進 

① 広聴の充実 

② 広報・情報発信の充実 

③ 情報公開の推進と個人情報の保護 
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政策１ 自然・環境  
 

 

【基本目標】 
  豊かな自然とともに暮らす、環境にやさしく、美しいまち 

 

【政策展開の方向性】 
  江別市の豊かな自然や地域環境を次代に引き継ぐために、脱炭素社会の実現をは

じめ、水と緑の保全や、地域環境の保全、ごみの減量化・資源化などへの課題に対

応するとともに、市民、事業者、行政との協働により、環境保全に取り組み、安全

で快適な生活環境づくりを進めます。 

 

【取組の基本方針】 
  １－（１） 人と自然の共生 

  １－（２） 循環型社会の形成 

 

 １－（１） 人と自然の共生  
 

        

 

 

 

① 脱炭素社会の実現 

市民、事業者、行政が、脱炭素社会の実現に向けて、環境負荷の少ない、地

球にやさしい生活・活動を行うことにより、地球環境の保全に努めます。 

 

② 水と緑の保全 

市民、事業者、行政が、協働して身近な緑の保全に努め、緑を守り活用する

取組を進めるとともに、河川や湖沼などがもたらす良好な自然環境を守ります。 

 

③ 安全な地域環境の保全 

大気、水質、騒音、悪臭などの環境問題に適切に対応するとともに、市民、

事業者に対して情報を提供することにより、産業型公害や都市・生活型公害の

発生を未然に防ぎ、安全な地域環境を守ります。 

 

④ 再生可能エネルギーの導入拡大と利用推進 

再生可能エネルギーの導入を拡大するとともに、地域における再生可能エネ

ルギーの地産地消の取組や、市有施設での活用などを推進します。 

 

⑤ 環境教育・学習の推進 

環境についての学習機会や情報の提供を通じて、市民、事業者が環境に対す

る責任と役割を自覚し、環境保全のための取組の意欲と能力を高めます。 
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 １－（２） 循環型社会の形成  
 

   
 

① ごみの減量化と適正な処理の推進 

市民、事業者、行政の協働により、発生抑制（リデュース）と再使用（リユ

ース）の２Ｒを優先的に取り組むとともに、再生利用（リサイクル）を加えた

３Ｒを促進するほか、食品ロスの削減を推進するなど、ごみの発生量・排出量

を減らすよう努め、収集・運搬・処理・処分を効率的かつ適正に行い、安全で

快適な生活環境をつくります。 

 

② ごみ資源化の推進 

ごみ資源化の啓発や支援を通じて、市民、事業者それぞれが、再利用・再資

源化に対する意識の向上に努めることで、分別収集やリサイクルなど、積極的

にごみの資源化を推進します。 
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政策２ 産業  
 

 

【基本目標】 
  産業が地域に根ざす、活力とにぎわいのあるまち 

 

【政策展開の方向性】 
  北海道の大都市圏に位置する優位性を生かした活力ある産業の創出を目指して、

次のように取り組みます。 

  都市と農村の調和を図り、都市近郊型農業を推進します。 

また、多分野における連携により、商工業の振興を進め、新たな発展を目指しま

す。 

さらに、民間・行政が連携して、えべつの魅力を生かした観光・物産の振興に取

り組みます。 

 

【取組の基本方針】 
  ２－（１） 都市近郊型農業の推進 

  ２－（２） 商工業の振興 

  ２－（３） 観光による産業の振興 

 

 ２－（１） 都市近郊型農業の推進  
 

        

 

  

 

① 農業経営の安定化 

農業の担い手の育成・確保をはじめ、経営規模の拡大や、収益性の高い農産

物の生産、デジタル技術の活用などにより、生産性の高い安定した農業経営を

推進します。 

 

② 地産地消の推進 

えべつの農業に対する理解を深め、食材への安心感を育むために、生産者と

消費者を結び付ける地産地消を推進します。  

 

③ 持続可能な農村環境づくり 

減農薬などの環境保全効果の高い取組や、スマート農業の推進、土づくり・

土地改良などにより、持続可能な農村環境づくりを推進します。 

 

④ 農畜産物の高付加価値化 

江別産農畜産物の特色を生かした産業間・産地間連携による商品づくりによ

り、ブランド力の強化とイメージアップを進めます。 
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 ２－（２） 商工業の振興  
 

   

 

① 食関連産業の振興 

大学・研究機関等との連携を図るとともに、食関連産業の設備投資や、販路

拡大活動などを促進して、「食」を通じたまちづくりを進めます。 

 

② 企業立地の促進 

江別市の特性や優位性を十分に生かし、企業ニーズを踏まえた支援策を充実

させるとともに、未利用地の活用などを進めることで企業誘致に取り組むほか、

立地企業に対してもフォローアップを行うことにより、企業の競争力を高め、

生産性の向上を促します。 

 

③ 中小企業の経営の充実 

経済関係団体、大学・研究機関等と連携しながら、中小企業の経営の充実を

図るとともに、新たな技術や製品の開発などにより、地域産業の発展を促しま

す。 

 

④ 商店街の活性化 

商店街を取り巻く環境変化を捉えながら、地域特性を踏まえた個性的で魅力

ある商店街づくりを進め、地域住民の生活の利便性の向上や地域社会活動の拠

点としての機能を高めていきます。 

 

⑤ 就業環境の充実 

求職者に対する就業機会の確保や、職務能力の向上に向けた支援を行うこと

で、企業における人材確保や、求職者の職場適応を促し、経済・社会の変化に

応じた就業環境の充実を進めます。 

 

 ２－（３） 観光による産業の振興  
 

      

 

① 地域資源の有効活用 

江別市固有の地域資源である「食」と「農」をはじめ、歴史あるれんがや、

豊かな自然環境、歴史的遺産に加え、新たな観光資源の掘り起こしに取り組み、

観光への有効活用を進めます。 

 

② 誘客・周遊の促進 

江別市が持つ魅力的な地域資源や観光・イベントの情報を発信するほか、観

光関連団体との連携強化により、誘客と周遊を促進します。 
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③ 江別産品の認知度向上 

豊かな自然環境の下で育まれた農畜産物を軸に、「食」の魅力を伝えるプロ

モーションを行い、江別産品の認知度向上を図ることにより、えべつの観光振

興につなげます。 
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政策３ 福祉・保健・医療  
 

 

【基本目標】 

  みんなが支え合う、いつまでも元気に暮らせるまち 

 

【政策展開の方向性】 
  全ての市民が、いつまでも元気に過ごせるよう、健康意識の向上と健康づくりの

推進に努め、病気や怪我をした際には、必要な治療が迅速かつ適切に受けられるよ

う、地域医療体制と市立病院経営の安定を図ります。 

  また、誰もが安心して生活できるよう、保険・医療など社会保障制度の周知に努

めるとともに、制度の安定した運営を図ります。 

  さらに、障がいのある方や高齢者が、地域でいきいきと自立した生活を送れるよ

う、サービスの充実を図るとともに、市民の地域福祉に対する理解を深め、人材を

育成し、確保することで、みんなで支え合う地域づくりを推進します。 

 

【取組の基本方針】 
  ３－（１） 地域福祉の充実 

  ３－（２） 健康づくりの推進と地域医療の安定 

  ３－（３） 障がい者福祉の充実 

  ３－（４） 高齢者福祉の充実 

  ３－（５） 安定した社会保障制度運営の推進 

 

 ３－（１） 地域福祉の充実  
 

      

 

① 地域福祉活動の推進 

社会福祉協議会とともに市民や自治会、福祉団体などと連携しながら、地域

福祉活動を推進することで、地域全体で支え合う体制づくりを進めます。 

 

② 福祉意識の向上と人材の確保 

市民に対する啓発活動に努めることで、地域福祉に対する理解を深め、ボラ

ンティア活動などに主体的に参加する人材の確保に努めます。 

 

③ 相談支援体制の充実 

ライフスタイルの多様化などを背景とする複合化した生活上の課題は、個人

や家族、地域だけでは解決困難な場合があることから、課題を抱える方に対す

る包括的な相談支援体制の充実を図ります。 
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 ３－（２） 健康づくりの推進と地域医療の安定  
 

       

 

① 健康増進活動の推進 

健康寿命を延ばし、いつまでも健康で元気なまちを目指して、全ての人が健

康的な生活を送ることができるよう、個人のみならず、地域や職域などと連携

し、「こころ」と「からだ」の健康づくりを行うための普及活動や環境づくり

を推進します。 

 

② 疾病予防・重症化予防の促進 

食生活の改善や運動習慣の定着などにより、生活習慣病を予防するとともに、

健康診査やがん検診等の推進により、疾病の早期発見や早期治療に結び付け、

合併症や重症化の予防に努めます。また、先進的な予防医療の視点から健康増

進の可能性を探ります。 

 

③ 地域医療体制と市立病院経営の安定 

安心して医療サービスが受けられるよう、地域の関係機関と連携し、地域完

結型の医療体制の構築を図ります。 

また、市立病院では、診療体制の充実や医療サービスの向上に努め、患者満

足度の向上と経営改善を推進します。 

 

 ３－（３） 障がい者福祉の充実  
 

       

 

① 自立的な社会参加の促進 

障がいのある方が、様々な場面で社会参加を通じて活躍できるよう、障がい

に対する理解促進に努めるとともに、支援体制の充実を図ります。 

 

② 地域生活への支援 

障がいのある方が、地域で安心して暮らし続けることができるよう、ニーズ

や課題の把握に努め、ライフステージによる切れ目が生じることのないよう、

支援体制の充実に努めます。 

 

③ 日中活動・就労への支援 

日々の活動機会の提供を図り、自立に向けた訓練をはじめ、仲間や地域との

交流が促進されるよう、支援の充実に努めます。 

また、教育、労働、福祉などの関係機関が連携し、福祉的就労や一般就労な

どが実現できるよう、支援の充実に努めます。 
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 ３－（４） 高齢者福祉の充実  
 

     

 

① 地域交流と社会参加の促進 

住民同士や地域内における交流などを通じて、高齢者が自分らしくいきいき

と活動的に暮らすことができる地域づくりを促進します。 

 

② 介護予防と自立生活の支援 

高齢者の健康保持・増進のため、介護予防に取り組むとともに、地域におけ

る支え合いの体制づくりを進め、自立した生活を送ることができるよう、支援

を進めます。 

 

③ 高齢者福祉サービスの充実 

要介護・要支援の状態になっても、住み慣れた地域で安心して生活を送るこ

とができるよう、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される

支援体制を構築し、高齢者福祉サービスの充実に努めます。 

 

 ３－（５） 安定した社会保障制度運営の推進  
 

       

 

① 生活困窮者への支援 

法に基づき、健康で文化的な最低限度の生活水準を保障するとともに、個々

の状況に則して経済的・日常生活・社会生活の自立を支援します。 

また、生活困窮者自立支援制度に基づく相談窓口において、相談者の状況に

合わせた支援プランを作成し、他の専門機関等と連携しながら、解決に向けた

支援を行います。 

 

② 国民年金制度の円滑な運用 

国民年金への加入漏れや保険料の未納を減らし、受給権の確保に努めます。 

 

③ 国民健康保険制度の安定運営 

適切な情報提供により、国民健康保険制度に対する理解を深めるとともに、

被保険者の疾病の早期発見や重症化の予防による健康づくりを推進すること

で、医療費の適正化を図り、制度の安定運営に努めます。 

 

④ 後期高齢者医療制度の安定運営 

適切な情報提供により、相互扶助で支え合う後期高齢者医療制度に対する理

解を深めるとともに、被保険者の健康の保持・増進を推進することで、医療費

の適正化を図り、制度の安定運営に努めます。 
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政策４ 安全・安心  
 

 

【基本目標】 
  安全で安心して住み続けられるまち 

 

【政策展開の方向性】 
  交通安全や防犯活動の推進、生活衛生環境や冬季生活環境の充実などを通じて、

安全で快適な社会環境を築いていくとともに、地域防災力の向上や消防・救急体制

の充実を図り、災害に強く、誰もが末永く安心して住み続けられるまちづくりを進

めます。 

 

【取組の基本方針】 
４－（１） 安全な暮らしの確保 

４－（２） 地域防災力の向上 

４－（３） 消防・救急の充実 

 

 ４－（１） 安全な暮らしの確保  
 

      

 

① 交通安全の推進 

交通安全の大切さを学び、交通ルールを身に付けるため、交通安全教育を保

育園・幼稚園児や小中学生などの年齢階層ごとに実施し、交通事故の防止を図

ります。 

また、警察や道路管理者、各種交通安全団体と連携した交通安全の啓発に努

め、市民に交通事故の撲滅を訴えかけていきます。 

 

② 防犯活動の推進 

自主防犯活動団体や自治会等への防犯活動支援として、警察等の協力を得な

がら、情報提供の充実を図るなど、団体相互の連携強化を推進していきます。 

また、警察や各種防犯活動団体と連携し、防犯活動の必要性について啓発を

行い、市民意識の向上を図ります。 

 

③ 市民相談の充実 

市民が日常生活で抱える悩みや問題の解決を図るため、各種相談窓口の積極

的な周知とともに、利用の呼びかけを行い、気軽に相談できる環境づくりに努

めます。 

また、市民に消費生活に関する正しい知識を提供することで、消費者被害の

未然防止を図ります。 
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④ 生活衛生環境の充実 

市民が住みやすい生活衛生環境の充実を図るため、ペットの適正な飼育に関

する啓発活動のほか、空き地の適正管理等に努めます。   

また、空き家等の発生抑制や、利活用の推進に加え、管理不全な空き家等の

解消を図り、安全で安心な生活環境の確保に努めます。 

 

⑤ 冬期生活環境の充実 

冬期の市民生活に係る様々な情報提供を行うほか、市民、事業者、行政の協

働による雪対策に取り組み、安全で安心な冬期の生活環境の充実に努めます。 

 

 ４－（２） 地域防災力の向上  
 

      

 

① 耐震化の推進 

指定避難所や防災拠点となる公共施設をはじめ、要配慮者利用施設の耐震化

を優先的に進め、より安全な避難場所の確保や災害対応の強化を図っていくと

ともに、住宅や多くの市民が利用する建築物の耐震化を促進し、地震による被

害を最小限にとどめます。 

 

② 防災意識の向上 

防災あんしんマップ等を活用した情報発信や防災訓練・セミナー等を通じて、

市民の防災に対する意識を高めてもらうとともに、自分の命は自分で守る「自

助」を基本とし、地域の災害リスクととるべき避難行動などについての理解を

促進します。 

また、いつ起こるか分からない災害に対応するため、地域での連携を緊密に

して、減災対策の充実に努めていきます。 

 

③ 防災体制の強化 

気候変動に伴い激甚化・頻発化する各種の自然災害等に対応するため、行政、

市民、関係機関等が協働して、防災体制の強化を図ります。 

また、国民保護法に基づき、緊急事態などにおいて、市民の避難や救援など

の措置を的確かつ迅速に実施できるようにします。 

治水対策については、河川、調整池、排水機場をはじめとした施設の機能維

持や整備を図り、危険な箇所を減らし市民が安全に住み続けられるようにしま

す。  
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 ４－（３） 消防・救急の充実  
 

     

 

① 消防組織体制の強化 

複雑多様化する消防需要に的確に対応するため、計画的な人材育成による組

織の充実を目指すとともに、市民や関係団体等との連携による大規模災害時な

どの対応に向けた体制の強化や、消防施設等の整備を計画的に進めます。 

 

② 救急需要対策の強化 

増大する救急需要に対応するため、需要の調査分析や救急隊の効率的な運用

などの検討を進めます。 

また、救急車の適正利用の啓発などの情報提供を継続するとともに、地域医

療機関等と連携した救急体制の強化を図ります。 
 

③ 火災予防対策の推進 

火災予防運動をはじめとする防火思想の普及、放火をされない環境づくりや

住宅用火災警報器の設置促進、適正な維持管理など、住宅防火対策を推進し、

火災による被害の軽減を図ります。 

また、地域の防火・防災力の向上のために民間防火組織の育成強化を図りま

す。 
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政策５ 都市生活  
 

 

【基本目標】 
  いつまでも暮らしやすく、便利で快適なまち 

 

【政策展開の方向性】 
  計画的な市街地整備による機能的な都市づくりを進めていくほか、安全で快適な

道路環境の確保と公共交通の活性化などによる交通環境の充実を図るとともに、デ

ジタル技術などの活用による市民サービスの利便性や、行政事務の生産性の向上に

取り組むことで、全ての市民が暮らしやすく、いつまでも住み続けたいと思えるま

ちづくりを進めます。 

 

【取組の基本方針】 
５－（１） 市街地整備の推進 

５－（２） 暮らしを支える交通環境の充実 

５－（３） 暮らしを豊かにする技術の活用 
 

 ５－（１） 市街地整備の推進  
 

           
 

   

 

① 機能的な都市づくり 

適正な市街地規模の中で、駅周辺などを中心としたコンパクトで機能的なま

ちづくりを進めるとともに、既存の都市機能や周辺環境に配慮した計画的な土

地利用を推進します。 

 

② 安全で快適な公園環境づくり 

誰もが、安全に安心して利用できるよう、市民との協働による公園の再整備

や維持管理、利用者ニーズを取り入れた施設改築などを計画的に進め、健康と

心の豊かさを保つ公園環境づくりを進めます。 

 

③ 市営住宅整備の推進 

市営住宅を計画的に整備することにより、住宅困窮者に対するセーフティネ

ットとして、子育て世帯や高齢者、障がいのある方も、安心して快適に暮らす

ことができる住宅を供給します。 
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④ 上下水道事業の推進 

いつまでも暮らしに寄り添う持続可能な上下水道を目指し、健全で安定的な

事業運営を推進します。 

水道事業では、水道施設の適切な更新や維持管理、災害対策を推進し、安全

で安心して使える水道水を安定的に供給します。 

また、下水道事業では、下水道施設の適切な維持管理と計画的な改築・更新

や災害対策を行うことで、衛生的な生活環境の確保と河川などの水質保全に努

めます。 

 

⑤ 住みかえ・移住支援の推進 

住みかえ支援や、江別市の魅力の効果的な発信などを通じて、より住みやす

い環境づくりを進め、様々な世代の市内居住維持に加え、子育て世代に選ばれ

るまちを目指します。 

 

 ５－（２） 暮らしを支える交通環境の充実  
 

     

 

① 安全で快適な道路環境づくり 

安全で快適な道路環境を保ち、利用者が安心して通行できる道路環境づくり

を進めます。 

 

② 冬期の市民生活を支える道路交通の確保 

除排雪により、道路交通の確保を図るほか、自治会排雪など、市民、事業者、

行政の協働により、安全で安心な道路環境づくりを行うとともに、持続的な除

排雪体制の維持に向けた取組や、市民への情報発信の強化に努めます。 

 

③ 公共交通ネットワークの最適化と利用促進 

駅を中心とする交通網を基本とし、地域の実情に即した持続可能な公共交通

ネットワークの構築を推進するとともに、基本情報の周知や啓発などにより、

利用促進を図ります。 

 

 ５－（３） 暮らしを豊かにする技術の活用  
 

        

 

① デジタル技術の活用 

デジタル技術やＩＣＴ（情報通信技術）などを活用し、市民サービスの充実

や行政事務の生産性の向上を図るとともに、市民にとって、快適で豊かな暮ら

しを営むことのできる生活環境の実現を目指します。 
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政策６ 子育て・教育  
 

 

【基本目標】 
  子どもたちが元気に育ち、笑顔で学ぶ、未来あるまち 

 

【政策展開の方向性】 
  安心して子どもを産み育てられるよう、子どもが健やかに育つ環境づくりと、仕

事と子育てを両立できる子育て世代にやさしいまちを目指します。 

  また、子どもの権利を尊重しながら、地域全体で子育てを温かく見守るまちづく

りを進めます。 

  教育では、学校での学びが、子どもたちの「生きる力」となり、今後、社会が変

化し先行きが見通せない時代となっても、自分で課題を見つけ、学び、考え、判断、

行動して、それぞれが思い描く夢を実現していく資質や能力が身に付くよう、地域

とも連携して子どもたちを育みます。 

 

【取組の基本方針】 
  ６－（１） 子育て環境の充実 

  ６－（２） 子どもの教育の充実 
 

 ６－（１） 子育て環境の充実  
 

       

 

① 母子保健の充実 

妊産婦、乳幼児の健康管理のため、健診や相談を通じて、母性の保護と子ど

もの健やかな成長を図ります。 

また、妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援を提供する体制を整え

ます。 

 

② 地域子育て支援の充実 

子育ての負担を軽減するため、支援を必要とする子育て家庭に対して、地域

の関係機関等が連携しながら切れ目のない支援の実施に努め、包括的に子育て

家庭を支援する環境づくりを進めます。 

また、親子が集える交流やあそびの場を提供し、子育てに関連する情報発信

や相談体制を充実させることで、子育て世代の交流を促し、子育てに関する不

安の解消に努めます。 

 

③ 就学前児童への支援 

未就学期の多様な子育てニーズに対応するため、就学前児童に良質な幼児教

育や保育を受ける機会を提供するとともに、保護者が働きながら安心して子育

てできる環境づくりを進めます。 
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④ 学齢児童への支援 

子どもたちが誰一人取り残されず、心身ともに健やかに成長できるよう、多

様な居場所づくりや関係機関による支援の充実に努めます。 

また、子どもが放課後を安全・安心に過ごすことができ、保護者が仕事と子

育てを両立できる放課後対策を推進します。 

 

⑤ 発達支援の充実 

関係機関との連携体制を充実させるとともに、子どもの発達に関する相談や

通所による支援などを通じて、子どもの発達を促していくほか、保護者の不安

軽減に努めます。 

また、オンラインを活用した相談など、発達支援のさらなる充実を図ります。 

 

 ６－（２） 子どもの教育の充実  
 

           
 

   

 

① 教育内容の充実 

子どもたちが変化の激しい社会の中で、他者を尊重しながら生きていく力を

身に付けるため、関係機関が連携し、一人ひとりの個性に応じたきめ細やかな

教育が受けられる環境づくりに取り組みます。 

また、特別な支援を必要とする子ども一人ひとりの教育的ニーズに応じた多

様で適切な支援が切れ目なく受けられる環境づくりに取り組みます。 

 

② 健康教育の充実 

望ましい生活習慣や食習慣を身に付けたり、運動に親しむことによって、健

康の大切さを認識し、心身ともに健康な子どもたちを育成します。 

 

③ 開かれた学校づくり 

学校、家庭、地域が連携・協力して、開かれ、信頼される学校づくりを推進

することにより、地域全体で子どもたちを健やかに育める環境づくりに取り組

みます。 

 

④ 教育環境の充実 

ＩＣＴの効果的な活用など、時代の変化を捉えて特色ある教育活動を展開す

るとともに、子どもたちにとって安全・安心で快適な学習・生活環境を整える

ため、学校施設・設備の整備と充実に努めます。 

 

  



16 

⑤ 教育相談・支援の充実 

児童生徒や保護者の相談の機会を確保するとともに、児童生徒が抱える悩み

の軽減や課題の解決に向けた支援を行います。 

いじめを許さない意識を醸成させるとともに、いじめの未然防止・早期発

見・早期対応に努めます。 

また、不登校や不登校傾向にある児童生徒一人ひとりの状況に応じた支援や、

多様で適切な教育機会の確保に努めます。 
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政策７ 生涯学習・文化・スポーツ  
 

 

【基本目標】 
  生涯学習・文化・スポーツに親しみ、心身ともに元気で豊かに過ごせるまち 

 

【政策展開の方向性】 
  全ての市民が、いつでも、どこでも学習活動、文化・芸術活動や、スポーツ活動

を気軽に行える環境を提供し、いつまでも心身ともに健やかで充実した生活が未来

へ続くようにします。 

また、江別市の貴重な地域資源である、やきもの文化や歴史遺産を通じて、ふる

さと愛の醸成を図ります。 

 

【取組の基本方針】 
  ７－（１） 生涯学習の充実 

  ７－（２） ふるさと愛の醸成と地域文化の継承 

  ７－（３） 市民スポーツ活動の充実 

 

 ７－（１） 生涯学習の充実  
 

       

 

① 社会教育関連施設の充実 

公民館などの既存施設の整備や図書館資料の充実により、生涯学習に取り組

む市民や団体に、より良い学習環境を提供します。 

 

② 生涯学習支援体制の推進 

生涯学習に関する情報提供や支援を行い、自主的に生涯学習に取り組むこと

のできる環境づくりの促進を図ります。 

また、学びを止めない工夫として、オンラインの導入・活用に努めるととも

に、誰もがオンラインによる学習を利用できる環境整備の促進を図ります。 

 

③ 学びの機会の充実 

市民の多様なニーズに対応した学習機会を提供することにより、市民の学習

意欲を喚起し、主体的な社会参画を促します。 

 

④ 青少年健全育成活動の充実 

家庭、学校、地域の団体等と連携し、次代を担う青少年を社会全体で見守り

ながら、体験活動やボランティア活動などの地域教育の機会を提供することで、

青少年の健全育成を目指します。 
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 ７－（２） ふるさと愛の醸成と地域文化の継承  
 

      

 

① 文化・芸術活動の育成・支援 

文化事業への補助や支援により、市民が質の高い芸術文化に親しむ機会を増

やすとともに、幅広い文化・芸術活動の場を提供します。 

 

② 郷土の魅力を高める文化・歴史遺産の保存と活用 

魅力ある郷土の文化・歴史を知ってもらい、後世へ伝えるため、文化財や歴

史遺産を適切に保存活用するとともに、市民が郷土の歴史と文化に親しむ機会

の充実を図ります。 

 

③ やきもの文化の普及と振興 

「やきもののまちえべつ」としての想いを市民が共有するために、観る・創

る・集うの観点から「やきもの」にアプローチする機会を工夫するとともに、

「れんが」が映える街並みの情報発信に努めます。 

 

 ７－（３） 市民スポーツ活動の充実  
 

    

 

① スポーツ機会の充実 

スポーツ関連団体や体育施設の管理者等との連携により、スポーツ大会や講

座を充実させ、多様な主体に応じた生涯スポーツの推進を図ります。 

また、トップアスリートとの交流を通じて、スポーツに関する意識の醸成を

図ります。 

 

② スポーツ活動の育成・支援 

地域やスポーツ関連団体との連携により、指導者の養成を推進し、市民が行

うスポーツ活動や競技スポーツの支援に努めます。 

 

③ スポーツ施設の充実 

各種体育施設の計画的補修や改修を進め、その機能整備に努めるとともに、

市内小中学校の体育施設の活用を図るなど、スポーツ活動の場を提供します。 
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政策８ 協働・共生  
 

 

【基本目標】 
  みんながつながり、認め合い、協働しながらともに活躍するまち 

 

【政策展開の方向性】 
  江別市自治基本条例で掲げる市民自治の理念に基づき、市政への市民参加を進め

るとともに、市民、自治会、ＮＰＯ、ボランティア・市民活動団体、企業、大学な

どの各種団体と連携し、魅力ある協働のまちづくりに取り組み、多様な主体があり

のままに暮らせる共生のまちを目指します。 

  また、グローバルな視点に立ち、人材・団体の育成を行うほか、国際交流を推進

するとともに、在住外国人にとっても住み良いまちを目指します。  

 

【取組の基本方針】 
  ８－（１） 協働のまちづくりの推進 

  ８－（２） 共生社会の形成 

  ８－（３） 国際交流の推進 

 

 ８－（１） 協働のまちづくりの推進  
 

     

 

① 市民自治の普及・啓発 

市民と市が、それぞれの役割の下、協力し合い、市民を中心としたまちづく

りを進めていくために、江別市自治基本条例に掲げる市民自治の理念の普及・

啓発を行います。 

 

② 市政への市民参加の拡大 

市民自治の理念にのっとり、より良いまちづくりを行うため、江別市市民参

加条例に基づき、市民が市政に参加しやすい手法を工夫するなど、市政への市

民参加の拡大に努めます。 

 

③ 地域コミュニティ活動の推進と相互連携 

自治会との連携の下、市民の自治会活動に対する参加意識を促進し、地域住

民の協働意識と連帯感を高め、住民相互の交流や地域活動を活発にします。 

 

④ 市民活動の推進と相互連携 

市民主体によるまちづくりの推進を目指し、自治会、ＮＰＯ、ボランティア・

市民活動団体、企業、大学などによる市民活動を推進するとともに、団体と行

政あるいは団体同士が相互に連携しながら、市民協働によるまちづくりを進め

ます。 

 

⑤ 大学との連携によるまちづくりの推進 

市内大学の特色を生かして様々な分野での連携を図るとともに、学生の発想

力や活力を取り入れながら、まちづくりや地域課題の解決に取り組みます。 
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⑥ 友好都市等との交流の推進 

友好都市である高知県土佐市と、教育・文化・経済・防災などの様々な分野

での交流を通じ、両市の親善を深め、地域の振興・活性化を推進します。 

 

 ８－（２） 共生社会の形成  
 

        

 

① 多様性を認め合う社会意識の醸成 

性別、年齢、国籍、文化の違い、障がいの有無などに関わらず、多様な主体

が交流し、誰もが自分らしく、いきいきと暮らすことができる、共生のまちづ

くりを進めます。 

 

② 男女平等意識の醸成 

家庭、職場、地域などのあらゆる場面において、性別による不利益が生じな

いよう啓発を行い、市民の男女平等意識を醸成するとともに、固定的な性別に

よる役割分担意識の解消に向けた意識啓発を行います。 

 

③ 男女共同参画の視点に立った政策の形成 

男女共同参画が、多様化、複雑化する行政課題に対応するための重要な視点

の一つであることを意識し、男女共同参画の視点に立った政策の形成を図りま

す。 

 

 ８－（３） 国際交流の推進  
 

        

 

① 人材・団体の育成 

外国人と良好なコミュニケーションを図り、国際交流の架け橋となる人材や、

国際交流団体等の育成を通じて、市民が国際交流に関わる機会の提供に努めま

す。 

 

② 国際理解の推進 

姉妹都市であるグレシャム市（アメリカ合衆国）との交流活動をはじめ、市

民や各種団体が行っている国際交流活動などを通じて、市民に外国の異文化に

触れてもらうことで、国際理解の推進に努めます。 

 

③ 在住外国人への情報提供の充実 

在住する様々な国籍の外国人に対し、市内で生活する上で必要な情報を提供

することにより、言葉や生活習慣が異なる環境においても、安心して快適に暮

らせるまちづくりを進めます。  
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政策９ 計画推進  
 

 

【基本目標】 
  市政運営の状況がいつでも分かりやすく、市民の思いに寄り添うまち 

 

【政策展開の方向性】 
  効率的で効果的な行政サービスの執行と健全な財政運営に努めるとともに、時代

の変化と地域課題に応じた市政運営を推進します。 

また、市政の透明性を確保するとともに、市民と市の情報共有を図るため、様々

な媒体を通じて広報広聴の充実を図り、情報公開や個人情報保護制度を適正に運用

します。 

 

【取組の基本方針】 
 ９－（１） 自主・自立の市政運営の推進 

 ９－（２） 透明性と情報発信力の高い市政の推進 

 

 ９－（１） 自主・自立の市政運営の推進  
 

       

 

① 基礎自治体機能の充実 

時代に即した行政需要に対応するため、行政運営のあり方について必要な見

直しを行い、自主財源の確保を図るなど、財政基盤を強化することにより、市

民に最も身近な基礎自治体として機能の充実を図ります。 

 

② 総合計画の効果的な推進 

行政評価システムを活用した進行管理により、総合計画を効果的に推進しま

す。 

また、時代の変化の中で生じる様々な課題を的確に把握し、柔軟にまちづく

りに反映します。 

 

③ 政策形成能力の向上と効率的な組織体制の構築 

社会環境の変化による政策課題を的確に捉え、スピード感と柔軟性を持って

対応するため、職員の政策形成能力の向上を図ります。 

また、人的資源を最大限に生かすため、職員が意欲を持って能力を最大限に

発揮できる、効率的で機動的な組織体制づくりを進めます。 

 

④ 広域連携の推進 

近隣自治体との連携により、情報の共有や課題の解決を図ることで、効率

的・効果的な行政サービスの提供を目指します。 
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 ９－（２） 透明性と情報発信力の高い市政の推進  
 

      

 

① 広聴の充実 

市民が様々な機会を通じて、市政に関する意見や提案を伝えやすい環境づく

りに取り組み、市民ニーズを的確に把握するとともに、市政に反映されるよう

努めます。 

 

② 広報・情報発信の充実 

市政情報を分かりやすく伝えるほか、必要な時に必要な情報が届くよう、

様々な媒体を活用して効果的な情報発信に努め、市民と行政の情報共有を推進

します。 

また、まちの魅力や特徴的な取組について発信することで、江別市の認知度

や魅力度の向上を図ります。 

 

③ 情報公開の推進と個人情報の保護 

江別市が保有する行政情報を広く公開するとともに、江別市が保有する個人

情報については、個人の権利利益を保護し、適切かつ適正に管理します。 

  



23 

参考資料 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の詳細  
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第１ えべつ未来戦略について 
 

１ えべつ未来戦略とは 

「えべつ未来づくりビジョン＜第７次江別市総合計画＞」は、まちづくりの基本理

念と将来都市像のほか、九つの「まちづくり政策」から成る「えべつまちづくり未来

構想」（以下「未来構想」という。）と、より魅力的なまちづくりを行うために戦略

テーマを定めて取り組む「えべつ未来戦略」の２本柱で構成しています。 

「えべつまちづくり未来構想」は、１０年間の中長期的な視点に立って、各まちづ

くり政策を進めていくこととしていますが、近年の江別市を取り巻く社会経済状況を

見てみると、少子高齢化や人口減少、感染症の流行のほか、デジタル化の進展などに

よって大きく変化する中で、数年先のまちの姿を見通すことも難しくなっています。 

このような中、人にも企業にも選ばれるまちになるためには、これまで以上に柔軟

な考えを持ってまちづくりを行う必要があることから、「えべつ未来づくりビジョン

＜第７次江別市総合計画＞」の前期５年間で、江別市の特色や優れた点を生かして、

まちの魅力を高めながら、課題の解決につながるテーマを設定し、重点的・集中的に

取り組んでいくこととしました。 

この「えべつ未来戦略」は、多くの市民の皆さんの声を聴きながら策定したもので

あり、その想いを大切にして、今後、５年間のまちづくりを推進していきます。 

 

 

２ えべつ未来戦略の構成と期間 

（１）構成 

「えべつ未来戦略」は、五つの「戦略」で構成します。 

また、各戦略を実現するための基本となる考え方を「基盤」、各戦略を推し進めて

いくための共通の考え方や手段を「推進機能」とします。 

また、各戦略を実現するための手立てを「未来構想」で定める「まちづくり政策」

の「具体的施策」の中から選択し、重点的・集中的に取り組んでいきます。 

 

（２）期間 

「未来構想」の期間は、令和６（２０２４）年度から令和１５（２０３３）年度ま

での１０年間としていますが、変化の大きい社会経済状況に対応するために、「えべ

つ未来戦略」の期間は、令和６（２０２４）年度から令和１０（２０２８）年度まで

の５年間とし、「未来構想」の期間である令和６（２０２４）年度から令和１５（２

０３３）年度までの１０年間における前期の戦略とします。 
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えべつまちづくり未来構想 

 
第７次 
江別市 
総合計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６ 令和７ 令和８ 令和９ 令和10 令和11 令和12 令和13 令和14 令和15 

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

各分野で取り組む内容 

えべつ未来戦略 

江別市の特色や優れた点を生か
して、まちの魅力を高めながら、
課題の解決につながるテーマを
設定 

 

 

幸せが未来へつづくまち えべつ 

将来都市像 

第７次江別市総合計画 

将来都市像 

の実現へ 

戦略１ 戦略２ 戦略３ 

戦略４ 戦略５ 

まちづくり政策 

えべつまちづくり未来構想（１０年間） 

えべつ未来戦略（前期/５年間） 

必要に応じて中間で見直し 

えべつ未来戦略（後期/５年間） 

推進機能 

基盤 

戦略テーマに沿った 

具体的施策を選択 
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３ えべつ未来戦略の概要 

（１）まちの魅力を高め、課題の解決に向けた「戦略」 

総合計画で掲げる将来都市像「幸せが未来へつづくまち えべつ」の実現に向け、

まちの魅力を高めながら、課題の解決につながる五つの戦略を設定しました。 

 

 戦略１：子どもが主役のまちをつくる  

子どもの幸せを第一に考え、全ての子どもが、環境や家庭状況に関わらず、健や

かに育ち、学び、笑顔で暮らせるまちをつくります。 

 

 戦略２：幸せに歳を重ねられる暮らしをとどける  

誰もが自分らしく、いきいきと暮らし、歳を重ねることが幸せと感じられるまち

をつくります。 

 

 戦略３：みんなの働きがいと、元気な経済をつくる  

多様化する働き方や、働きたいという想いに応え、地域の特色や優れた点を生か

して地域経済を元気にします。 

 

 戦略４：地域から地球温暖化防止に挑む  

脱炭素社会の実現を目指し、オール江別で地球温暖化に立ち向かいます。 

 

 戦略５：デジタル技術で住みよい明日を切りひらく  

デジタル技術の活用により、市民にとって、快適で豊かに暮らすことができる明

日をつくります。 
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（２）戦略実施の根底となる「基盤」 

 基盤：協働  

～手を取り合い、心をつなぎ、楽しく歩む～ 

各戦略を実施する上で、市民、自治会、ＮＰＯ、ボランティア・市民活動団体、

企業、大学、行政の垣根を越えて、手を取り合いながら、みんなでより良いまちを

目指して、ともに歩んでいきます。 

 

（３）戦略を効果的に実施する「推進機能」 

 推進機能：情報発信、ＩＣＴ化  

～もっと伝わる、もっと便利に、さらにつながる市民と行政～ 

各戦略を効果的かつ効率的に推進するため、情報発信を意識し、市の情報が市民

の皆さんに届き、市民の皆さんの声が市に届くようにします。 

また、ＩＣＴ（情報通信技術）を活用することにより、生活の利便性を一層高め、

これまで以上に市民と行政のつながりを大切にして取組を進めていきます。 
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４ えべつ未来戦略の推進 

「えべつ未来戦略」は、毎年度、ＰＤＣＡサイクルによって、効果を確認しながら、

より良い手段や推進方法を選択し、進めていきます。 

なお、戦略を推進する具体的な事業内容については、毎年度、えべつ未来戦略推進

計画書で示し、進行管理については、数値目標を設定するほか、「具体的施策」ごと

に重要業績評価指標（ＫＰＩ）を設定して管理していきます。 

また、社会経済状況の変化を的確にとらえて対応していくためには、戦略の内容を

柔軟に変えていく必要があることから、進行管理に合わせて、適宜、見直しを行い、

その時に応じた必要な施策を新たに加えるなどしながら、戦略を推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「持続可能な開発目標：Sustainable Development Goals」という意味で、世界中で起こってい

る環境問題、差別・貧困・人権に関する問題などを、令和１２（２０３０）年までに解決してい

くことを目指しています。平成２７（２０１５）年の国連サミットにおいて、加盟国の全会一致

で採択されました。 
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第２ 五つの戦略 

戦略１ 子どもが主役のまちをつくる 

 

 

（１）背景と戦略の概要  

江別市は、平成２８（２０１６）年以降、子育て世帯の転入に後押しされ、転入者が

転出者を上回る社会増の状態が続いています。特に、１４歳以下の子どもの転入超過数

は、平成３０（２０１８）年から５年連続で全国２０位以内となるなど、多くの子育て

世帯に選ばれ続けています。 

これからも、選ばれ続けるためには、誰もが安心して子育てできる環境づくりを進め

ていくことが重要です。 

一方で、子どもの数が減少傾向にある中、核家族化や地域の関わりの希薄化などによ

り、子育ての孤立化や負担感が増大し、子育てを困難に感じる保護者の増加や、社会状

況の変化により、子どもを取り巻く課題も多様化・複雑化しています。 

そのため、子どもの成長を地域全体で支える仕組みづくりが求められているほか、子

どもの生活や家庭の環境の変化に対応し、どのような状況にあっても、全ての子どもが、

分け隔てなく健やかに育ち、学びの機会が与えられ、笑顔でいられるよう、子どもに寄

り添った環境づくりも必要となっています。 

そこで、江別市では、まず第一に子どもの幸せを考え、こども基本法（令和４年法律

７７号）の趣旨にのっとり、子どもの気持ちや権利を尊重しながら、子どもにやさしい

まちづくりを重点的に進めます。 

 

（２）戦略実現に向けた施策の方向性  

○ 安心して子どもを産み育てられるよう、妊娠から子育てまで切れ目のない支援を

進めます。 

○ 子育て世帯の経済的な負担軽減を図るなど、子どもが健やかに成長できる環境づ

くりを進めます。 

○ ニーズが高まっている放課後児童クラブを充実させ、子どもの生活の場を提供す

るなど、保護者が働きながら安心して子育てできる環境を整えます。 

○ 全ての子どもに分け隔てなく学びの機会が提供されるよう、子どもに寄り添った

教育環境の一層の充実に取り組みます。 

 

（３）数値目標  

数値目標 現状値 目標値 

自己肯定感が高い児童・生徒の割合   ％   ％ 

子育て環境が充実していると思う市民割合   ％   ％ 
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（１）地域子育て支援の充実（政策６－（１）－②） 

子育ての負担を軽減するため、支援を必要とする子育て家庭に対して、地域の関

係機関等が連携しながら切れ目のない支援の実施に努め、包括的に子育て家庭を支

援する環境づくりを進めます。 

また、親子が集える交流やあそびの場を提供し、子育てに関連する情報発信や相

談体制を充実させることで、子育て世代の交流を促し、子育てに関する不安の解消

に努めます。 

 

 

 

 

 

（２）就学前児童への支援（政策６－（１）－③） 

未就学期の多様な子育てニーズに対応するため、就学前児童に良質な幼児教育や

保育を受ける機会を提供するとともに、保護者が働きながら安心して子育てできる

環境づくりを進めます。 

 

 

 

 

 

（３）学齢児童への支援（政策６－（１）－④） 

子どもたちが誰一人取り残されず、心身ともに健やかに成長できるよう、多様な

居場所づくりや関係機関による支援の充実に努めます。 

また、子どもが放課後を安全・安心に過ごすことができ、保護者が仕事と子育て

を両立できる放課後対策を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要業績評価指標（KPI） 現状値 目標値 

   

重要業績評価指標（KPI） 現状値 目標値 

   

重要業績評価指標（KPI） 現状値 目標値 
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（４）教育内容の充実（政策６－（２）－①） 

子どもたちが変化の激しい社会の中で、他者を尊重しながら生きていく力を身に

付けるため、関係機関が連携し、一人ひとりの個性に応じたきめ細やかな教育が受

けられる環境づくりに取り組みます。 

また、特別な支援を必要とする子ども一人ひとりの教育的ニーズに応じた多様で

適切な支援が切れ目なく受けられる環境づくりに取り組みます。 

 

 

 

 

 

（５）教育相談・支援の充実（政策６－（２）－⑤） 

児童生徒や保護者の相談の機会を確保するとともに、児童生徒が抱える悩みの軽

減や課題の解決に向けた支援を行います。 

いじめを許さない意識を醸成させるとともに、いじめの未然防止・早期発見・早

期対応に努めます。 

また、不登校や不登校傾向にある児童生徒一人ひとりの状況に応じた支援や、多

様で適切な教育機会の確保に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要業績評価指標（KPI） 現状値 目標値 

   

重要業績評価指標（KPI） 現状値 目標値 
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戦略２ 幸せに歳を重ねられる暮らしをとどける 

 

 

（１）背景と戦略の概要  

江別市の高齢化率は、現在３０％を超え、令和１０（２０２８）年には約３５％とな

り、令和１５（２０３３）年には３７％を超えることが見込まれています。 

このような中、「だれもが健康で安心して暮らせるまち」を目指し、健康都市宣言を

行った江別市では、健康寿命を延ばすための取組をはじめ、江別版「生涯活躍のまち構

想」に基づき、誰もが生涯にわたって地域で活躍できる共生のまちづくりを進めており、

令和３（２０２１）年には、拠点地域として「ココルクえべつ」が誕生しました。 

一方、市民アンケート調査では、今後も江別市に住み続けたいと思う方が多いという

結果になったものの、様々な年代・立場の皆さんに直接お話を伺ってみると、高齢にな

っても江別市で暮らし続けられるか不安を感じている方も少なくないことが分かりま

した。また、令和２年当初から猛威を振るった新型コロナウイルス感染症は、外出をは

じめ、運動による健康づくりや健康診査・がん検診等を受ける機会、地域での交流の機

会を減少させました。 

そのため、さらに進む高齢化を見越して、歳を重ねることへの不安を軽減していくた

めの取組を充実させる必要があります。 

そこで、江別市健康都市宣言に基づき、市民一人ひとりの生涯を通じて、食生活の改

善や運動習慣の定着などの健康づくりを支援し、年代（ライフステージ）に応じた取組

を行うことで、歳を重ねても自分らしく、いきいきと暮らすことができるまちづくりに

重点的に取り組みます。 

 

（２）戦略実現に向けた施策の方向性  

○ 市民一人ひとりの健康意識を高め、健康診査・がん検診等の受診率の向上や、食生

活・運動習慣の改善などを通じて、健康寿命の延伸に取り組みます。 

○ 一人ひとりの生涯やライフステージに応じた健康づくりを推進します。 

○ 江別版「生涯活躍のまち構想」に基づき、多様な主体が生涯にわたって安心して生

活できる共生のまちづくりをより一層推進します。 

 

（３）数値目標  

数値目標 現状値 目標値 

健康だと思う市民割合   ％   ％ 

健康を維持するために心掛けていることがあ

る市民割合 
  ％   ％ 

日頃の生活の中で地域の人との交流がある人

の割合 
  ％   ％ 
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（１）健康増進活動の推進（政策３－（２）－①） 

健康寿命を延ばし、いつまでも健康で元気なまちを目指して、全ての人が健康的

な生活を送ることができるよう、個人のみならず、地域や職域などと連携し、「こ

ころ」と「からだ」の健康づくりを行うための普及活動や環境づくりを推進します。 

 

 

 

 

（２）疾病予防・重症化予防の促進（政策３－（２）－②） 

食生活の改善や運動習慣の定着などにより、生活習慣病を予防するとともに、健

康診査やがん検診等の推進により、疾病の早期発見や早期治療に結び付け、合併症

や重症化の予防に努めます。また、先進的な予防医療の視点から健康増進の可能性

を探ります。 

 

 

 

 

（３）多様性を認め合う社会意識の醸成（政策８－（２）－①） 

性別、年齢、国籍、文化の違い、障がいの有無などに関わらず、多様な主体が交

流し、誰もが自分らしく、いきいきと暮らすことができる、共生のまちづくりを進

めます。 

 

 

 

 

重要業績評価指標（KPI） 現状値 目標値 

   

重要業績評価指標（KPI） 現状値 目標値 

   

重要業績評価指標（KPI） 現状値 目標値 
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戦略３ みんなの働きがいと、元気な経済をつくる  

 

 

（１）背景と戦略の概要  

江別市には、市内各所にある農産物直売所から大規模な食関連の工場まで、「食」と

「農」に関わる多様な産業のほか、多くの製造業・サービス業があり、地域経済を支え

ています。また、若者が集う四つの大学や充実した交通アクセスなど、産業を振興する

上での強みとなる、優れた地域資源も多くあります。 

しかし、現状を見てみると、働く世代の減少により、各産業で深刻な労働力不足が生

じており、この状況がさらに進むと、経済規模が縮小し、ひいては、地域経済が衰退す

るなど、重大な影響を及ぼす恐れがあります。 

一方で、デジタル化の進展により、時間や場所を選ばない多様な働き方を進める動き

もあり、これらのニーズや動きに対応した、誰にとっても働きやすく、働きがいを感じ

ることができる場が増えることは、江別市にとっても地域経済をさらに活性化させるこ

とにつながります。 

そこで、働く人も地域の産業も、ともに元気になるために、誰もが働きがいを感じる

環境づくりを行うとともに、優れた地域資源を生かした企業誘致や、事業展開を積極的

に行う市内企業への支援を重点的に取り組みます。 

 

（２）戦略実現に向けた施策の方向性  

○ 未利用地を活用した企業誘致などに取り組み、雇用の創出を促すことにより、地域

経済の活性化を図ります。 

○ 市民が、働きたいと思う仕事や環境を見つけることができるよう、企業とのマッチ

ングを行い、就業ニーズへの対応と人手不足の解消を図ります。 

○ 市内には魅力的な企業が多数あることから、その情報を発信し、企業の認知度を高

めます。 

 

（３）数値目標  

数値目標 現状値 目標値 

売上が増加した事業者の割合   ％   ％ 

市内に働きやすい環境が整っていると思う市

民割合 
  ％   ％ 
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（１）企業立地の促進（政策２－（２）－②） 

江別市の特性や優位性を十分に生かし、企業ニーズを踏まえた支援策を充実させ

るとともに、未利用地の活用などを進めることで企業誘致に取り組むほか、立地企

業に対してもフォローアップを行うことにより、企業の競争力を高め、生産性の向

上を促します。 

 

 

 

 

（２）就業環境の充実（政策２－（２）－⑤） 

求職者に対する就業機会の確保や、職務能力の向上に向けた支援を行うことで、

企業における人材確保や、求職者の職場適応を促し、経済・社会の変化に応じた就

業環境の充実を進めます。 

 

 

 

重要業績評価指標（KPI） 現状値 目標値 

   

重要業績評価指標（KPI） 現状値 目標値 
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戦略４ 地域から地球温暖化防止に挑む 

 

 

（１）背景と戦略の概要  

江別市には、市の面積の約１０％を占める自然豊かな野幌森林公園をはじめ、太陽光

や木質バイオマスなどの再生可能エネルギーによる発電設備があり、持続可能なまちづ

くりが進んでいます。 

世界的には、地球温暖化に伴い、様々な異常気象が発生するなど、気候変動が大きな

問題になっていることを受け、国は、令和３２（２０５０）年までに温室効果ガスの排

出量を実質ゼロにすることを目標にした脱炭素社会の実現を目指しています。 

江別市においても、国際社会の一員として、令和５（２０２３）年６月に「ゼロカー

ボンシティ宣言」を行い、地球温暖化対策を率先して推進していくこととしました。 

そのため、地球にも人にもやさしいまちとして、地球温暖化防止に挑む必要性と重要

性をまち全体で共有し、様々な角度から環境への負荷を減らすための取組を行っていく

必要があります。 

そこで、江別市では、脱炭素社会の実現に向け、地域資源の有効活用によるエネルギ

ーの地産地消を促進するほか、市民一人ひとりが、地球温暖化を自分自身の問題ととら

えて、日常生活で意識し、実践していくための取組を重点的に進めます。 

 

（２）戦略実現に向けた施策の方向性  

○ 温室効果ガス排出量の削減に向けた取組を推進します。 

○ 地域資源を有効活用し、エネルギーの地産地消を促進します。 

○ 関係団体と協力しながら、年代などに応じた環境教育を行うことで、市民一人ひと

りが環境にやさしい取組の大切さに気づき、実践できるようにします。 

 

（３）数値目標  

数値目標 現状値 目標値 

江別市は、環境問題に積極的に取り組むまちだ

と思う市民割合 
  ％   ％ 

環境に配慮した生活をしている市民割合   ％   ％ 
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（１）脱炭素社会の実現（政策１－（１）－①） 

市民、事業者、行政が、脱炭素社会の実現に向けて、環境負荷の少ない、地球に

やさしい生活・活動を行うことにより、地球環境の保全に努めます。 

 

 

 

 

（２）再生可能エネルギーの導入拡大と利用推進（政策１－（１）－④） 

再生可能エネルギーの導入を拡大するとともに、地域における再生可能エネルギ

ーの地産地消の取組や、市有施設での活用などを推進します。 

 

 

 

 

（３）環境教育・学習の推進（政策１－（１）－⑤） 

環境についての学習機会や情報の提供を通じて、市民、事業者が環境に対する責

任と役割を自覚し、環境保全のための取組の意欲と能力を高めます。 

 

 

 

 

 

重要業績評価指標（KPI） 現状値 目標値 

   

重要業績評価指標（KPI） 現状値 目標値 

   

重要業績評価指標（KPI） 現状値 目標値 
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戦略５ デジタル技術で住みよい明日を切りひらく  

 

 

（１）背景と戦略の概要  

令和２年当初から猛威を振るった新型コロナウイルス感染症は、市民生活や地域経済

に大きな影響を与え、それまでの生活を大きく変化させた一方、社会全体では、新しい

生活に対応するため、様々な分野でデジタル化が進展しました。 

また、地方を中心に深刻化する人口減少・少子高齢化などを受け、国では、「デジタ

ル田園都市国家構想」に基づき、デジタル技術の活用を通じて、地域の個性を生かしな

がら、様々な社会課題を解決し、魅力の向上を実現するための支援を行うこととしてい

ます。 

このような中、多くの自治体では、デジタル化の流れを様々な課題解決の追い風とと

らえ、デジタル技術を生かすための環境を整備し、地域の活性化や住み良いまちづくり

に取り組んでいます。 

江別市でも、デジタル化により、市民生活の利便性が向上し、安心して住み続けられ

るまちをつくるため、気軽に健康管理が行える取組などを通じて、健康の保持・増進を

意識する市民をさらに増やしていくほか、農業分野において、スマート農業に取り組み、

作業の省力化等を図るなど、デジタルの力でまちの可能性を高めていきます。 

 

（２）戦略実現に向けた施策の方向性  

○ スマートフォンなどを用いて、自身の健康の保持・増進を図る取組を推進します。 

○ 江別市の魅力である「食」と「農」を守り、育てるため、負担軽減などにつなが

るＡＩ等の先端技術の導入を推進します。 

○ デジタル技術は、様々な分野での活用が想定されることから、時代の変化に応じ

て、積極的に取り入れ、豊かな暮らしをつくります。 

○ 市民がデジタル化の便利さを実感できるように支援します。 

 

（３）数値目標  

数値目標 現状値 目標値 

デジタル技術を活用したまちづくりが

進んでいると思う市民割合 
  ％   ％ 

日常生活にデジタル技術を取り入れて

いる市民割合 
  ％   ％ 
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（１）デジタル技術の活用（政策５－（３）－①） 

デジタル技術やＩＣＴ（情報通信技術）などを活用し、市民サービスの充実や行

政事務の生産性の向上を図るとともに、市民にとって、快適で豊かな暮らしを営む

ことのできる生活環境の実現を目指します。 

 

 

 

 

（２）農業経営の安定化（政策２－（１）－①） 

   農業の担い手の育成・確保をはじめ、経営規模の拡大や、収益性の高い農産物の

生産、デジタル技術の活用などにより、生産性の高い安定した農業経営を推進しま

す。 

 

 

 

 

重要業績評価指標（KPI） 現状値 目標値 

   

重要業績評価指標（KPI） 現状値 目標値 
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第３ 基盤 
 

基盤 協働 ～手を取り合い、心をつなぎ、楽しく歩む～ 

 

江別市では、「協働のまちづくり」を推進しており、これまでも地域住民のほか、市

内で働く方や活動している方、市内の高校生や大学生の皆さんなど、多様な形で江別市

と関わりを持つ方と様々な場面でまちづくりを行ってきました。 

今後、さらに、市民、自治会、ＮＰＯ、ボランティア・市民活動団体、企業、大学な

どとの連携を深め、協働の取組を推進することで、より魅力的なまちづくりにつなげて

いくことができます。 

これからの人口減少下においては、行政だけでは、多様化するニーズの全てに対応す

ることが困難になることが予想されるため、これまで以上に、あらゆる場面で市民の皆

さんと一緒にまちづくりを行っていく必要があります。 

そのため、「協働」を全ての戦略の基盤とし、各戦略の実践を通じて「協働」の必要

性や楽しさを市民の皆さんに感じてもらうとともに、みんなでより良いまちを目指して、

ともに取組を進めていきます。 

 

 

第４ 推進機能 
 

推進機能 情報発信、ＩＣＴ化 

～もっと伝わる、もっと便利に、さらにつながる市民と行政～ 

 

江別市では、伝えたい情報が、より早く、より多くの人に伝わるようにＳＮＳを活用

するなど、新しい手法を取り入れながら、情報を発信しています。 

しかし、市が行う取組は多岐にわたっているため、その情報を伝えたい人や求めてい

る人に対して、十分に伝わっていないこともあります。 

そのため、各戦略を進めるに当たっては、これまで以上に、市の取組を分かりやすく

伝えるほか、必要な時に、必要な情報を届けるための工夫や取組を行っていきます。 

また、満足度の高い行政サービスを提供するためには、市民の皆さんの声が市に届く

ことも重要であることから、市民と行政の情報共有を、より一層進めていきます。 

さらに、ＩＣＴ（情報通信技術）を様々な分野で活用することにより、「いつでも」、

「どこでも」行政サービスを受けられるようになることが想定されます。そのため、各

戦略を効果的かつ効率的に推進していけるよう、ＩＣＴの活用による利便性の向上に積

極的に取り組みます。 


